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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第112期

第１四半期

連結累計期間

第113期

第１四半期

連結累計期間

第112期

会計期間
自  平成23年４月１日

至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日

至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日

至  平成24年３月31日

売上高 （千円） 3,761,690 4,068,46517,305,281

経常利益 （千円） 145,245 10,615 604,259

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

（千円） 112,445 △29,043 156,074

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 127,177 △26,187 158,726

純資産額 （千円） 6,262,279 6,159,645 6,250,426

総資産額 （千円） 16,065,98416,373,19816,575,413

１株当たり四半期（当期）純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） 7.83 △2.02 10.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.0 37.6 37.7

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  第112期、第112期第１四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額は記載しておりません。

３  第113期第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額は記載しておりません。

４  当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および子会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

また主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第１四半期連結累計期間の当社グループの売上高は40億68百万円となり、前年同四半期連結累計期

間（以下、「前年同四半期」）に比べて３億６百万円の増収となりました。損益面におきましては、営業

利益は22百万円（前年同四半期比１億30百万円減、85.1％減）、経常利益は10百万円（同１億34百万円

減、92.7％減）となり、残念ながら四半期純損失29百万円（前年同四半期は１億12百万円の四半期純利

益）の計上となりました。

[セグメント別の売上高の概況]

区    分
前年同四半期

当第１四半期

連結累計期間
増　減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

　 　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 1,155 30.7 1,310 32.2 154 13.4

機能材部門 769 20.5 832 20.5 62 8.1

機能樹脂部門 436 11.6 524 12.9 88 20.2

化成品部門 1,306 34.7 1,321 32.5 15 1.2

化学工業セグメント 3,668 97.5 3,989 98.1 321 8.8

その他 93 2.5 78 1.9 △14 △15.8

合    計 3,761 100.0 4,068 100.0 306 8.2

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、39億89百万円と、前年同四半期と比べ３億21百万円の増収となりました。

(精密化学品部門)

記録材料の出荷数量が減少したものの、農薬中間体や樹脂原料の出荷が増加したため、売上高は13億

10百万円と、前年同四半期と比べ１億54百万円の増収となりました。

(機能材部門)

ゴム薬品・接着剤とも出荷数量が増加したため、売上高は８億32百万円と、前年同四半期と比べ62百

万円の増収となりました。

(機能樹脂部門)

加工樹脂・ワニスとも出荷数量が増加したため、売上高は５億24百万円と、前年同四半期と比べ88百

万円の増収となりました。

(化成品部門)

可塑剤の出荷数量が減少したものの、その他化成品の出荷数量が増加したため、売上高は13億21百万
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円と、前年同四半期と比べ15百万円の増収となりました。

＜その他＞

化学分析受託事業の売上高は、土壌調査関係の受注が減少したため78百万円と、前年同四半期と比べ14

百万円の減収となりました。

　

(2)  財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ3.3％減少し、88億74百万円となりました。これは、主として現金

及び預金、受取手形及び売掛金ならびにたな卸資産が減少したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ1.4％増加し、74億98百万円となりました。これは、主として農薬

中間体生産設備の増強等による設備投資額が、減価償却費等による減少を上回ったことによるものです。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産額は163億73百万円となり、前連結会計年度末と比べ

２億２百万円の減少となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ6.9％増加し、82億42百万円となりました。これは、主として一部

の長期借入金の返済期日が１年内に迫ったことによる固定負債からの振替えや、短期借入金が増加した

ことなどによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ24.6％減少し、19億71百万円となりました。これは、主として一部

の長期借入金の返済期日が１年内に迫ったことによる流動負債への振替えによるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べ1.1％減少し、102億13百万円となりました。

（純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産額は、前連結会計年度末と比べ1.5％減少し、61億59百万円とな

りました。これは、主として配当の実施や四半期純損失の計上に伴う利益剰余金の減少によるものです。

　

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた問題はありません。

　
(4)  研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は１億32百万円であり

ます。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

②  【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,440,000 14,440,000
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 14,440,000 14,440,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年６月30日 － 14,440 － 1,572,000 － 1,008,755

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

　

①  【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 82,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,237,00014,237 －

単元未満株式 普通株式 121,000 － －

発行済株式総数 　 14,440,000 － －

総株主の議決権 － 14,237 －

（注）「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式567株が含まれております。

　

②  【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

田岡化学工業株式会社
大阪市淀川区西三国

四丁目２番11号
82,000 － 82,000 0.57

計 － 82,000 － 82,000 0.57

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１

日から平成24年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 410,694 313,275

受取手形及び売掛金 ※１
 4,400,325

※１
 4,266,736

商品及び製品 2,674,048 2,678,792

仕掛品 89,513 59,094

原材料及び貯蔵品 1,260,417 1,194,798

その他 342,296 362,286

貸倒引当金 △169 △24

流動資産合計 9,177,126 8,874,959

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,728,987 6,747,276

減価償却累計額 △4,575,553 △4,621,670

建物及び構築物（純額） 2,153,434 2,125,606

機械装置及び運搬具 17,365,557 17,477,879

減価償却累計額 △14,724,520 △14,830,586

機械装置及び運搬具（純額） 2,641,037 2,647,292

その他 3,409,265 3,509,419

減価償却累計額 △1,493,333 △1,505,116

その他（純額） 1,915,932 2,004,302

有形固定資産合計 6,710,404 6,777,201

無形固定資産 28,437 55,812

投資その他の資産

その他 668,245 674,024

貸倒引当金 △8,800 △8,800

投資その他の資産合計 659,445 665,224

固定資産合計 7,398,286 7,498,238

資産合計 16,575,413 16,373,198
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 3,684,752

※１
 3,482,750

短期借入金 2,167,538 2,486,612

1年内返済予定の長期借入金 198,000 798,000

未払法人税等 50,432 11,802

賞与引当金 376,072 180,071

その他 ※１
 1,232,534

※１
 1,282,787

流動負債合計 7,709,331 8,242,024

固定負債

長期借入金 1,072,000 398,000

退職給付引当金 1,274,090 1,309,526

役員退職慰労引当金 38,812 －

その他 230,752 264,001

固定負債合計 2,615,655 1,971,528

負債合計 10,324,986 10,213,552

純資産の部

株主資本

資本金 1,572,000 1,572,000

資本剰余金 1,008,755 1,008,755

利益剰余金 3,761,143 3,667,581

自己株式 △22,403 △22,479

株主資本合計 6,319,494 6,225,857

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 53,549 46,945

為替換算調整勘定 △122,616 △113,157

その他の包括利益累計額合計 △69,067 △66,211

純資産合計 6,250,426 6,159,645

負債純資産合計 16,575,413 16,373,198
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 3,761,690 4,068,465

売上原価 3,047,672 3,470,999

売上総利益 714,018 597,466

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 116,128 115,089

給料手当及び福利費 202,849 218,048

退職給付引当金繰入額 10,640 11,103

役員退職慰労引当金繰入額 5,350 4,143

研究開発費 116,444 132,264

その他 109,548 94,058

販売費及び一般管理費合計 560,961 574,707

営業利益 153,056 22,759

営業外収益

受取利息 131 37

受取配当金 1,955 1,953

物品売却益 1,370 1,425

その他 1,270 1,223

営業外収益合計 4,728 4,639

営業外費用

支払利息 11,942 10,523

為替差損 481 6,259

その他 115 0

営業外費用合計 12,540 16,783

経常利益 145,245 10,615

特別損失

固定資産除却損 2,832 14,867

関連事業損失 － ※１
 31,146

特別損失合計 2,832 46,013

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

142,413 △35,398

法人税、住民税及び事業税 6,101 6,669

過年度法人税等 △23,319 －

法人税等調整額 47,185 △13,024

法人税等合計 29,967 △6,354

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

112,445 △29,043

四半期純利益又は四半期純損失（△） 112,445 △29,043
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

112,445 △29,043

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 174 △6,603

為替換算調整勘定 14,556 9,459

その他の包括利益合計 14,731 2,855

四半期包括利益 127,177 △26,187

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 127,177 △26,187
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

「連結子会社の事業年度等に関する事項の変更」

当社連結子会社である田岡（天津）有機化学有限公司の決算日は12月31日でありますが、連結財務情報のより

適正な開示を図るため、連結決算日において仮決算を実施した上で連結することに変更しております。

この変更により、当第１四半期連結累計期間は平成24年４月１日から平成24年６月30日までの３ヶ月間を連結

しております。なお、平成24年１月１日から平成24年３月31日までの３ヶ月間の損益については利益剰余金に計

上するとともに、キャッシュ・フローについては現金及び現金同等物の期首残高の調整項目として計上しており

ます。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．原価差異の繰延処理

操業度等の季節的な変動に起因した原価差異が発生し、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる場合には、

当該原価差異を繰延べております。

２．税金費用の計算

一部の連結子会社については、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（役員退職慰労引当金制度の廃止）

当社および国内子会社は、平成24年６月28日開催の株主総会終結の時をもって、役員退職慰労金制度を廃止い

たしました。これに伴い本制度廃止までの在任期間に応じた役員退職慰労引当金を全額取り崩し、長期未払金

（固定負債その他）に計上しております。なお、支払は役員の退任時としております。
　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  満期手形及び期日現金決済（手形と同条件で手形期日に現金決済する方式）の会計処理は、手形交換日または期日

現金決済日に行っております。なお、当第１四半期連結会計期間の末日が金融機関の休業日であったため、次の同日現

在の満期手形等が当第１四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　 前連結会計年度

(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成24年６月30日)

受取手形及び売掛金 679,215千円 708,373千円

支払手形及び買掛金 464,828千円 321,563千円

その他（流動負債） 88,726千円 51,100千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日

  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日

  至  平成24年６月30日)

―――
※１　関連事業損失は、子会社の事業構造転換費用であり

ます。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

減価償却費 196,063千円 221,846千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 43,079 3.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 43,072 3.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,668,147 93,542 3,761,690 － 3,761,690

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 217,156 217,156△217,156 －

計 3,668,147310,6993,978,847△217,1563,761,690

セグメント利益 109,607 43,816 153,423 △366 153,056

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益の調整額△366千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,989,686 78,779 4,068,465 － 4,068,465

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 229,199 229,199△229,199 －

計 3,989,686307,9784,297,665△229,1994,068,465

セグメント利益
又は損失（△）

△10,084 30,251 20,167 2,591 22,759

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益の調整額2,591千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目

前第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日

  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日

  至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

7円83銭 △2円02銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) 112,445 △29,043

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(千円)

112,445 △29,043

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,359 14,357

(注) １  前第１四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は記

載しておりません。

２  当第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額は記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

有限責任 あずさ監査法人

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    尾    正    孝    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    野    友    之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡
化学工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成
24年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成
24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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